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１．被災概要 

久大本線光岡・日田駅間に位置する花月川りょうは、昭

和 9年に供用開始した橋脚 5 基（無筋コン造、直接基礎）、

桁 6連（デックガーダー）を有する橋りょう（図－1）であ

る。平成 29 年 7月九州北部豪雨において、低水路内に位置

する 4基の橋脚のうち、3本が打ち継目で折損、右岸側の

P1 橋脚は基礎部分から転倒し、左岸側の高水敷きに位置す

る橋脚は残ったが、桁 6連すべてが流出した（写真－1）。

本稿では被災原因の推定、復旧計画の概要等について報告

する。 

２.被災時の降雨状況 

7 月 5 日から 6日にかけて、対馬海峡付近に停滞した梅雨

前線に、暖かく非常に湿った空気が流れ込んだことにより、

線状降水帯が形成・維持され、同じ場所で猛烈な雨が継続

し、九州北部地方で記録的な大雨となった。大分県日田市

では 24 時間降水量が 370.0 ㎜、1時間あたりの降水量が

87.5mm、また、平年の同月の降水量を超えるなど、統計開

始後の雨量を更新した（出典アメダス）。 

３．被災要因の推定 

 筑後川水系の支流である花月川は、大分県日田市を流れ

る一級河川である。橋りょうの約 700m 上流にある花月川の

水位観測所では、7 月 5 日 18:10 に氾濫危険水位 3.35ｍを

超過し、19 時 50 分に観測史上最高水位 4.50ｍ（計画高水

位 4.48m）を記録した（出典 1））。写真－２は最高水位を記

録する前の下流側左岸堤防上より撮影した写真である。すでに桁下面まで水位が

上昇していることが確認できる。最高水位を記録した際には、桁は流水を受けて

いたことが想定される。河川の流速を 5m/s と仮定し、桁及び橋脚打ち継目から

上部での流水に対する安定計算（図－２）を簡易的に実施した結果、桁に 30cm

程度河川の流れがあたると、転倒モーメントが超過することが分かった。河川水

位の上昇により桁が浸水し大きな転倒モーメントが働いたこと、橋脚が無筋コン

クリート造りで引張抵抗力が働かなかったことが倒壊の一因と考えられる。 
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図－1 被災前花月川橋りょう一般図 

写真－1 被災状況（写真提供 アジア航測株式会社様） 

写真－２ 橋りょう付近水位状況（写真提供１）参照） 
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図－２ 流水に対する安定計算 
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４．復旧計画 

久大本線は日田や由布院などの観光地をつなぎ、「ゆふ

いんの森」や「ななつ星」などの観光列車が運行する重

要線区である。二度と橋りょうの流出および同線を長期

運休させないために、原形復旧ではなく河川構造令に適

合する構造での早期復旧計画を策定した（図－３、表－

１）。起点方に架道橋、終点方に踏切があるため、レール

高さを変えずに桁下余裕高を確保し、1 年での早期復旧

を可能にする構造として、3 径間鋼下路桁を採用した。

設計にあたっては、桁重量を既往の設計から仮算出し、

下部工と上部工の詳細設計を同時並行で進めることで工

期短縮を図った。 

・復旧計画概要 

形  式：鋼下路桁（3径間） 

直接基礎 

材  質：上部工-耐候性鋼材（無塗装仕様） 

下部工-鉄筋コンクリート 

線形諸元：R=350ｍ、C=75ｍｍ、V=90km/h（現行と同様） 

５．河川法に係る協議について 

 出水期中に流出した桁や転倒した橋脚の

撤去を実施し、その間に新橋の設計、申請手

続きを進めることで工期短縮を図るため、河

川法 24 条、26 条に伴う申請を、旧橋の撤去

と新橋の新設に分けて実施した（図－４）。

出水期中の施工にあたっては、流下阻害等に

対して適切な措置を講じることを条件とし

て、出水期中の必要な流量を確保した上で施

工を実施した。橋りょうの施工ヤードは、支

持杭の掘削立て込みを同時に施工でき、出水による水

位上昇の影響を受けにくい仮桟橋工法を採用した。河

川内に幅 16ⅿ、延長 70.5ⅿの桟橋を設置することで、

桟橋上からの橋脚の仮締切や、桁の地組みおよび 200

ｔクローラクレーンによる桁架設を可能とした（写真

－３）。 

６．終わりに 

花月川橋りょうの復旧計画の策定にあたっては、国

土交通省九州地方整備局様に多大なるご尽力をいただ

きました。ここに感謝の意を表します。また、沿線地域の復興を心よりお祈り申し上げます。 
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出典 1）平成 29 年 7月九州北部豪雨の概要（平成 29 年 7月 28 日 国土交通省九州地方整備局） 

 被災前 復旧後 河川構造令

径間長 12.9ｍ 22.9ｍ 20ｍ以上 

桁下余裕高 0.81ｍ 1.61ｍ 1.0ｍ以上 

河川阻害率 16.66％ 4.68％ 5%以下 

図－４ 復旧工事計画（写真提供 アジア航測株式会社様） 

表－1 河川構造令への適合 

図－３ 花月川橋りょう全体一般図 

写真－３ 施工状況（2018.3） 
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